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學
界
近
況
噛

　
Σ
エ
ン
携
タ
書
ベ
ル
鷺
．
咋
年
士
万
夫
獅
の
大
阪
朝
日
新

聞
…
夕
判
紙
上
に
於
て
、
米
國
ハ
ー
バ
ー
ド
大
回
教
授
フ
ー
ゴ
ー
、
　
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
．
ペ
ル
ビ
卵
8
σ
・
。
藁
ぎ
弩
き
2
．
儀
の
逝
去
が
報
ぜ
、
b
れ
た
Q

　
氏
は
猫
．
逸
人
で
一
八
六
三
年
六
月
一
口
、
猫
逸
國
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
市
U
帥
影
民

養
に
生
れ
同
一
地
の
ギ
ム
ナ
ジ
晶
ー
ム
を
維
て
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
等
の
大
學
に
、
窺
學
及
ひ
自
然
科
學
を
修
め
、
　
一
八
八
七
年
に
は
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
大
學
の
講
師
と
な
蓼
、
　
一
八
九
一
年
に
は
ハ
．
4
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
器
の

助
数
授
に
任
命
さ
れ
た
が
翌
一
八
九
二
奪
、
　
米
國
ハ
ー
バ
ー
ド
大
轟
の
招
駒

に
癒
じ
何
大
學
の
教
授
と
な
っ
て
心
理
贔
を
講
じ
、
　
且
つ
岡
大
學
心
理
學
貧

瞼
揚
長
と
し
て
今
経
K
蓬
つ
た
の
で
あ
る
。
氏
は
亦
、
｝
九
〇
三
年
か
ら
一

九
一
．
三
年
迄
、
鱒
電
誓
彰
篇
℃
α
田
。
げ
9
0
σ
身
帥
o
P
一
融
9
急
ぽ
蘭
の
編
甜
讐
を
も
司
っ
た
。

　
氏
の
著
轡
は
大
畿
左
の
通
り
で
あ
る
。

一）

ｬ
H
」
O
ヴ
門
O
ノ
，
O
σ
負
O
弓
づ
葺
三
栖
ユ
ぎ
｝
影
影
」
匪
コ
唱
鈴
訟
ψ
昌
ご
σ
⊇
一
P
雌
毎
O
吐
図
【
一
7

　
ノ
ノ
，
一
G
一
（
7
一
口
σ
Q
博
回
α
Q
Q
9

］）

y
ノ
＜
一
口
①
叫
栃
ご
多
⇔
創
一
一
申
出
筑
堕
H
o
α
G
o
9
0
’

扁）

ｳ
賜
φ
湊
め
圏
づ
謂
σ
身
9
、
⇔
困
融
嵩
【
犀
O
げ
犀
¢
紫
”
H
o
O
Q
Q
O
．

．
認
①
淳
甑
風
O
蔚
詔
同
Φ
萎
）
Φ
臥
旨
O
び
仲
臼
岡
O
ロ
℃
o
な
回
O
ピ
O
ざ
σ
p
㎞
ρ
囲
◇
O
Q
Q
O
I
O
b
ひ
．

臣
ρ
暁
σ
q
ρ
ご
O
目
盗
ゴ
釦
劉
門
O
仲
げ
O
識
⑩
胴
乱
O
冠
り
＆
、
O
げ
O
ご
σ
窺
回
ρ
一
〇
D
¢
旧
●

H
v
甑
喝
O
げ
O
嗣
O
o
Q
唄
触
霞
κ
繍
H
㌧
筒
①
り
掃
G
o
彫
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苧

O
門
剛
将
猶
㌶
粛
Φ
二
Φ
冠
自
門
団
O
げ
9
0
0
q
δ
層
囲
．
”
U
ぎ
娼
比
6
Σ
℃
ざ
疑
蜘
O
哩
憎
コ
⇔
回
（
瀞
ご
9
守

　
⑬
帥
ρ
ド
Q
O
9學

衛
M
の
近
｝
況
、

臣
日
Φ
降
O
印
P
¢
時
難
鉱
『
旧
↑
筆
己

日
『
φ
臣
匿
e
．
ぎ
9
ゆ
ロ
康
り
μ
O
O
・
『

紀
臨
O
O
ぢ
ざ
調
O
臨
臣
嵩
匿
蜘
q
O
芦
蝕
ざ
炉
ε
O
伊
．

回
窯
O
嬬
口
陣
鈎
ピ
需
P
μ
O
C
μ

M昭

ﾕ
曳
（
W
げ
O
｝
O
α
脅
唄
震
膨
島
O
噌
ぎ
ド
ρ
μ
O
〔
｝
〔
r

読
O
｛
¢
口
O
O
”
ニ
ズ
｛
一
ぬ
無
二
梯
一
ご
ψ
吋
Q
り
〔
酒

C
ロ
浄
げ
O
ノ
く
一
け
口
O
融
“
℃
学
μ
ゴ
陥
「
歴
｝
¢
嘱
●

℃
に
同
O
げ
O
昌
円
ず
C
H
鉾
℃
ざ
罪
略
¢
艶

レ
錫
ψ
H
》
O
諄
瞳
鵬
に
画
一
艶
彰
O
江
C
鈎
噂
μ
q
⊃
O
ω
、

虜
げ
Φ
閤
陣
O
H
聾
㍗
一
く
匿
一
邸
Φ
ρ
一
〇
〇
9

団
こ
a
畷
O
げ
O
δ
α
q
黛
簿
β
恥
捗
口
。
う
8
ゑ
さ
げ
Φ
矧
一
］
「
O
O
O
．
　
　
　
　
・

》
筐
Φ
鳳
O
夢
疹
瑠
内
O
げ
一
〇
鍔
9
日
笥
O
聯
噸

こ像

ｰ
げ
O
O
郎
醜
O
…
9
護
℃
げ
O
贈
O
諺
§
躍
ご
昌
O
一
9

同ず

父香

C
げ
9
0
α
Q
紀
斜
づ
自
同
コ
撫
β
珍
ほ
m
篇
園
魯
9
①
ロ
O
団
↑
O
榊
q
G
・

葛
Ω
鴇
O
ザ
O
回
O
σ
Q
8
雌
ロ
山
唆
七
一
O
げ
⑳
団
3
ぎ
げ
Φ
♪
日
切
ビ
W
・

。
謄
関
O
、
δ
δ
σ
q
唄
σ
つ
O
ゆ
葭
己
ρ
ご
獅
ひ
噂
℃
躍
O
♪
一
〇
一
陪
・

弓
二
膨
翁
ユ
巳
ゆ
も
謄
師
Φ
犀
℃
こ
。
畷
O
げ
O
陣
①
O
ぎ
凱
ぎ
一
〇
帥
卜

げ
O
摺
プ
0
9
唱
冒
嘱
●
臣
．
娼
こ
噂
団
O
げ
O
δ
0
2
帥
O
己
筍
Ω
＠
コ
概
要
．
一
〇
一
〇
・

、
ー
ー

　
　
　
　
　

涛
ツ
ド
　
　
就
禽
野
糞
者
と
し
て
有
名
な
米
國
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
キ

ボ
は
昨
年
十
月
瓢
総
、
五
十
八
歳
で
逝
去
し
た
。

氏
の
最
い
初
の
署
激
麟
m
◎
o
陣
a
突
く
。
ぎ
自
o
y
μ
q
D
⇔
い
は
逸
葺
く
、
．
其
の
オ
リ
ヂ

リ
テ
ィ
ー
を
認
め
ら
れ
、
気
取
廣
く
曲
淑
ま
れ
た
。
．
此
の
勲
儲
の
主
出
赫
は
、
『
察
教

．

｝
七
．

四
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嚢
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
　
一
號

謎
　
　
は
、
科
學
や
心
外
の
敵
に
非
ず
し
て
、
　
寧
ろ
其
の
訳
義
の
倫
理
駒
原
理
は
就

2　
　
・
曾
至
宝
の
最
叢
雨
な
る
因
素
で
あ
っ
て
、
　
近
代
枇
＾
讐
の
…
進
歩
並
κ
將
來
の
獲

　
　
達
の
根
概
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
居
る
。
　
雪
ひ
換
へ
れ
ば
髄
會
の
進
歩
丈
明

　
　
の
獲
蓬
の
墓
礎
は
点
燈
の
進
歩
に
存
す
る
も
の
で
は
な
く
て
宗
教
的
感
蝦
の

　
　
呪
縛
帆
的
作
用
に
依
る
』
と
言
ふ
に
在
る
。
此
の
書
の
讃
課
ぽ
濁
、
佛
、
伊
、
露
等

　
　
九
ゲ
國
に
及
ん
で
居
る
、
　
民
の
瓦
書
と
し
て
有
名
な
も
の
は
此
の
外
に
術
、

　
　
　
目
げ
①
O
O
巨
お
剛
O
b
昏
。
日
8
覧
O
。
。
植
μ
Q
o
り
◎
o

　
　
　
団
臥
昌
。
首
｝
窪
O
h
譲
。
。
円
陣
簿
u
O
一
丘
蹴
ω
二
一
O
P
冒
④
8
（
嗜
皐
ロ
q
ユ
■
o
Q
唱
僧
巴
。
。
げ
δ
O
も
。
）

　
　
　
日
ぴ
④
日
舞
。
腎
磁
ぎ
。
愚
a
り
曽
5
・
。
陰
。
物
o
Q
o
g
o
ご
σ
Q
ど
お
O
り
等
が
あ
る
。

　
　
叉
麟
降
。
団
包
。
り
器
袋
座
雛
臥
言
β
一
〇
降
の
第
～
十
版
…
に
は
日
げ
①
》
娼
唱
嵩
o
ρ
試
。
昌
。
臨
慈
Φ

　
　
d
o
o
峰
鳳
⇔
⑦
6
め
討
く
σ
ぎ
自
。
部
8
ω
0
9
0
ざ
σ
Q
ざ
㌶
脱
げ
Φ
o
犀
団
の
隔
序
論
、
同
じ
く
第
十

　
　
一
、
版
に
は
に
馨
。
筥
£
同
に
翻
し
て
執
篭
し
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
一
九
〇
八
年
、

　
　
O
嬬
。
吋
獅
で
催
さ
れ
た
、
麹
。
愚
Φ
傷
む
Q
螂
①
昌
。
霞
δ
簿
霞
。
に
於
て
は
、
H
嵩
身
く
監
犀

　
．
銭
ロ
詫
言
衛
、
龍
け
霞
と
言
ふ
題
下
に
一
働
の
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
ま
ミ
イ
ル
、
訟
ル
ハ
タ
レ
ン
職
争
に
な
っ
て
か
、
b
巴
里
に
客

　
　
寓
し
て
み
に
、
ゴ
〃
ハ
ア
レ
ン
は
昨
秋
緑
野
（
ペ
ル
ジ
餓
i
ム
）
の
爲
に
或
演
設

　
　
會
に
の
ぞ
み
そ
の
館
二
丁
つ
で
礫
死
し
た
と
い
ふ
報
知
が
傳
へ
ら
れ
た
が
如

　
　
釘
な
る
演
説
を
し
た
の
か
未
だ
詳
諏
に
接
し
な
い
か
ら
一
向
わ
か
ら
な
い
。

　
　
哲
學
者
で
は
無
論
な
い
が
現
代
の
一
思
想
家
と
し
て
氏
の
略
傅
を
こ
、
に
掲

　
　
げ
て
お
く
。

　
　
　
ゼ
ル
ハ
ア
レ
ン
は
一
八
五
五
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
近
い
ア
ル
マ
ン
ト
に

　
　
生
れ
O
。
託
に
あ
る
ゼ
ス
ウ
イ
ト
の
宗
教
學
校
に
入
っ
た
。
そ
の
學
校
（
O
Q
ρ

　
　
冨
導
ご
Φ
と
い
ふ
）
に
は
偶
然
匹
も
現
代
の
ペ
ル
ジ
ゥ
ム
丈
學
を
し
て
嚢
界
に

　
　
重
き
を
な
さ
し
め
た
四
人
の
人
々
が
机
を
並
べ
て
學
ん
で
み
た
。
有
名
な
”
、

蜘
三
八

ー
テ
ル
リ
ン
ク
が
初
め
ロ
ー
ヂ
ン
バ
ッ
ハ
、
　
シ
や
峯
ル
、
ゾ
ア
ン
、
レ
ル
ペ

ル
グ
、
及
び
．
エ
ル
ハ
ア
レ
ン
が
殆
ど
同
じ
年
頃
の
學
生
と
し
て
の
修
導
院
、
の

や
う
な
も
の
さ
び
た
學
校
に
學
ん
で
み
た
の
で
あ
る
。
　
．
エ
ル
ハ
ア
レ
ン
は
北
ハ

後
プ
ラ
ヅ
セ
ル
大
車
で
法
葎
げ
を
勉
強
し
た
が
ユ
ー
ゴ
ー
な
ど
の
影
響
を
う
け

て
そ
の
頃
か
ら
詩
を
作
り
媒
じ
め
た
。
一
八
八
三
軍
に
レ
、
フ
ラ
マ
ン
ド
（
H
」
窃

踏
二
等
ロ
ロ
恥
霧
）
と
い
ふ
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
景
物
詩
が
縦
で
か
ら
一
八
九
三
年

頃
ま
で
は
主
と
し
て
敏
感
な
詩
人
に
よ
っ
て
感
受
せ
ら
れ
た
現
代
の
憂
愁
が

う
た
は
れ
た
。
忌
門
士
（
冒
愛
野
◎
言
漆
）
黄
昏
（
菌
。
・
曽
帥
N
。
。
）
黒
き
恒
火
（
ビ
㊦
0
2

周
営
日
び
Φ
塁
踏
臼
◎
甘
）
逡
の
傍
に
て
（
｝
β
麟
］
W
O
同
旨
幽
幽
Φ
一
類
襲
O
二
｛
O
）
等
は
皆
こ
の

時
代
の
作
砧
で
あ
る
。
　
然
る
に
一
八
九
〇
年
頭
か
ら
．
エ
ル
ハ
ア
レ
ン
ノ
詩
風

は
一
伍
し
た
。
彼
れ
は
現
代
の
悲
痛
か
ら
免
る
」
た
め
に
現
代
を
逃
濫
せ
ず

し
て
却
っ
て
之
を
肯
定
し
た
。
　
現
代
は
ゴ
ル
ハ
ア
レ
ン
に
よ
っ
て
籍
し
き
象

微
と
し
て
一
種
の
橿
値
を
帯
ぶ
る
も
の
と
な
っ
た
。
都
営
ぽ
曽
代
交
明
の
中

心
で
あ
る
。
人
々
は
田
含
を
す
て
、
寓
と
力
と
の
中
心
た
る
都
會
に
集
巾
す

る
。
心
耳
を
中
心
と
し
て
交
通
の
四
通
八
一
せ
る
は
恰
も
毒
手
あ
る
動
物
が

た
え
ず
餌
を
と
り
入
れ
る
と
同
様
で
あ
る
。
迷
さ
れ
た
る
田
余
（
同
・
塁
O
簿
巳
悔

農
口
＄
開
眼
ぎ
貯
δ
の
）
と
か
荒
れ
果
て
た
る
村
（
ピ
諮
ノ
，
豪
“
囎
ω
等
蓉
罠
の
）

と
か
鯛
乎
あ
る
都
會
（
ピ
Φ
匂
α
　
詞
、
一
一
剛
O
切
ρ
門
⑦
b
峠
艶
（
r
属
一
⇒
凶
夢
①
口
。
）
な
ど
い
ふ
有
名
な
詩
は

皆
ζ
の
融
愈
澗
題
を
象
徴
し
て
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
氏
の
作
品
と
し
て

は
こ
の
外
に
二
の
劇
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
闘
…
す
る
論
文
な
ど
が
あ
る
。
　
極
め

て
成
心
受
性
の
強
い
人
で
あ
っ
た
と
見
え
て
冬
に
な
れ
ば
墨
書
に
佳
み
現
代
丈

明
の
．
渦
巾
・
に
ま
き
こ
ま
れ
な
が
ら
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
、
　
ロ
ダ
ン
、
　
ル
モ
昌
工

一
、
ア
ン
ド
レ
、
ギ
「
ド
、
モ
ッ
ケ
ル
、
カ
リ
エ
薯
ル
、
シ
晶
ヤ
ク
等
の
人
々
と
談

論
し
て
暮
管
が
、
春
に
な
る
と
眼
に
は
慮
ら
涙
が
に
じ
み
全
身
に
一
種
の
苦

’
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痛
を
畳
え
て
堰
へ
得
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
海
濱
に
移
っ
て
大
な
る
虜
然
の
屡

に
耳
を
傾
け
た
と
云
ふ
。
　
鮎
詩
を
作
る
に
竜
多
く
は
馬
蕾
叩
の
上
と
か
…
敢
歩
の
途

巾
と
か
で
韓
く
り
を
常
と
し
た
。
或
八
が
彼
れ
の
詩
に
は
彼
れ
の
全
身
の
血

液
が
流
劇
て
る
る
と
騨
し
た
の
も
不
嘗
で
は
な
い
。
”
又
、
華
人
が
彼
れ
の
詩

は
助
下
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
鉄
讃
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
巽
つ
た
の
も

至
欝
で
あ
ら
う
。
　
現
代
は
エ
ル
ハ
ア
レ
ン
に
よ
っ
て
歌
は
れ
た
が
エ
ル
ハ
ア

レ
ン
は
現
代
に
よ
っ
て
象
徴
せ
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
と
い
へ
ば
或
は
彼
れ
の

生
涯
を
一
言
に
し
て
鑑
し
得
る
か
も
し
れ
ぬ
と
患
は
れ
る
が
そ
れ
は
あ
ま
り

κ
猿
苦
し
い
そ
し
て
同
時
に
廣
漠
す
ぎ
た
批
訴
で
あ
ら
う
。

警
ユ
ル
ベ
の
後
任
先
年
逝
去
し
た
有
名
な
濁
逸
の
心
理
學
者
嚢

や
①
の
茄
佼
任
と
し
て
此
程
、
　
エ
リ
ッ
ヒ
、
ベ
ッ
ヘ
ル
国
瓜
O
げ
尉
Φ
0
7
Φ
嘘
が
窯
鴬
コ

。
げ
①
鄭
大
葬
の
教
授
に
㎞
選
ば
れ
た
と
鷺
僻
ふ
審
で
あ
る
、
氏
は
、
．
、
O
Φ
げ
貯
賢
娼
蟹
獅

o
Q
Φ
Φ
ざ
り
μ
O
藁
の
薯
者
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
，

彙。
翻
學

報
禽
綱

十
・
二
月
十
・
二
口
日
畠
†
後
六
時
よ
り
豊
科
餓
が
九
二
臥
船
主
に
於
て
開
・
曾

　
○
起
信
恩
想
の
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
漢
　
玄

　
○
浮
土
教
に
於
け
る
女
人
往
生
の
患
想
　
　
西
　
　
由

○
西
一
一
佛
所
行
讃
に
於
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鐸
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催
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介
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。
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岡
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